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1 はじめに

1.1 地域ポータル

地方自治体や私鉄、ケーブルテレビ局等による地

域を限定した生活情報の収集・整理・配信を行うWeb
サイトが増えはじめている。これらのWebサイトの
ことを地域ポータルと呼ぶ。

地域ポータルのコンテンツは主にその地域のグル

メ情報、イベント情報、名所旧跡などの観光スポッ

ト情報、局所的な天気情報、病院・学校・公共施設

等の一覧など地域と生活に密着した情報である。本

来インターネットはグローバルなメディアであるが、

家庭普及率が高まってきた現在、日常生活における

必要情報として地域情報に対するニーズが高まりつ

つある。

地域情報の特徴は、生活に密着しているがゆえに、

詳細で、時間的な変化が早く、情報に対する評価が

非常に厳しい。通り一遍の情報ではすまされない。

日頃、テレビや新聞、折り込み広告、看板など、商

業の原理によって情報発信者が制御している情報と

は異なる、口コミの消費者の立場に立った生の情報

が欲されているため、ボトムアップのきわめて主観

的な情報が重要な要素となるため情報の収集には非

常な労力を要する。

そのため、我々の運営する地域ポータルサイト1で

は地域情報の収集と編集、Webページ掲載の役割を

1阪急電鉄が運営する地域ポータルサイト「＠ Hankyu（あっ
と！はんきゅう）」http://www.hankyu.co.jp/

果たすモデレータ役2を地域（沿線）住民から採用

し、主観的な情報も含んだ私鉄沿線の地域情報の受

発信を沿線住民参加型の掲示板形式で行っている。

地域情報は、趣味的なWebサイトと異なり、能動
的に情報を探すユーザばかりが対象とは限らない。

中には熱心なグルメユーザが駅前のレストランを探

す場合もあるだろうが、自治体からの広報も含め、

広告的な情報の比率が少なくないため「見ていただ

く」姿勢も必要になる。そのためにはわかりやすく、

目を引く認知的デザインを心がけることは勿論のこ

と、毎日の情報として生活にとけこむ情報閲覧形態

を考えなければならない。今後普及してゆくと思わ

れるデジタル放送におけるデータ放送の活用も考慮

すべきである。

地域ポータルとして必要とされる最小限の要件は

以下のものであると考えている。

• テレビや駅のディスプレイなど、ネットワーク
に限らず他のメディアとの連携を持ち、効果的

な情報の周知ができる。

• インターネットを中心に住民などから詳細情報
を収集する仕組みを持つ。

• 単なる掲示板ではなく地域情報のデータベース
として整備され成長する仕組みであること。

2「バーチャル駅長」と呼んでいる。
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1.2 本論の目的と構成

本論では、地域情報サイト（＝地域ポータル）と

して、前述の要件をうけて、地域という軸によって、

ボトムアップの貴重なデータベースが構築される土

台を作ることを目的として、以下の３つのテーマに

取り組むための考察を行う。

1. ネットワークとデータ放送の効果的な棲み分け

2. 地域住民からの情報の獲得

3. 地域の歴史・地理データベースの考え方の整理

１番目のテーマは今流行の通信と放送の融合とい

うことになるのだろうが、ここでは客観的な立場で

第 2章で問題を整理する。２番目の仕組みづくりは
技術以外の部分も含めてすでにこの一年以上試行錯

誤を行っている。第 3章で住民からの地域情報の獲
得・整理の方法についてまとめる。そのうち今後３

番目のテーマとの関連から地理情報の認知を重点的

に考える。緯度経度や住所でデータを獲得できるこ

とはまれで、実用上も認知的な地理情報の扱いが重

要になる。第 4章で認知的地理情報の獲得と整理に
ついて考察し、第 5章で今後の実験計画について述
べる。

2 放送との融合

2.1 放送とWebの棲み分け

Ethernetと TCP/IPを実装し Internetと接続す
る受信機や、ハードディスクを積んで、データ放送

を蓄積して後でゆっくり視聴する受信機もでてきた。

KeyboardとMouseがつながった箱で受信機と呼ば
れるものはまだお目にかかっていないが、(データ放
送を含む)放送電波を受信・復調する PCの内蔵ボー
ドはすでにおなじみのものになってきている。

テレビか PCか、すでにテレビと PCの区別をつ
けること自体が無意味になりつつあり、何が放送で

何が通信だと定義することも不毛な議論になりつつ

ある。結局の所、物理的な伝送媒体に電波と有線が

あり、表示装置に携帯、PDA、PCもしくは TVと
大小・色数の違いがあるだけのように割り切ってし

まえば良いというのもある意味では正解だろう。

図 1は放送と Webの共存した場合の情報の流れ
を示している。一見、送り側の通信容量としては放

送もネットワークも同じように見える。しかし、既

存のテレビ局や映像配信のインフラやビジネスモデ

ルの都合上、映像・音声は電波で流すの方が効率が

良い事情になっているし、何より最大の経済効果を

もたらすメディアゆえに莫大な資金が流れるので制

作のための経費が賄える。

かたやデータ放送の通信帯域は一般的に狭く、同

時に使用するデータをカルーセル方式で時分割送信

しているため非常に効率の悪い伝送方式となってい

る上、双方向性も充実していない。なによりデータ

放送では視聴率が明確でないためスポンサーも付か

ない。そこで余った経費で細々と制作することにな

る。データ放送が映像・音声を補完し、視聴者の喜

ぶ、すなわち視聴率を稼げる、番組づくりに役立つと

いうのが謳い文句だが、今の所そのような良いデー

タ放送番組のノウハウが無いのか、もともとそうい

うものではないのかはわからないが、いづれにせよ

データ放送があるから視聴者の満足度があがってい

るという報告は無いようだ。

このように、技術ではなく経済的理由で、映像・

音声はテレビの電波にのせる事ができるが、データ

や双方向のやりとりはコストの安いネットワークを

使う方が利にかなっていると言える。

地域ポータルに話を戻そう。モデレータや沿線住

民を情報源とした地域情報の収集には双方向性を持

つインターネットを利用することが有効であるが、

一般ユーザーが身近な生活情報をメディアから取得

するシチュエーションとしてはインターネットWeb
を利用した能動的閲覧のみならず、データ放送のよ

うな受動的視聴も望まれるようになると考えられる。

地域ポータルサイトで受発信する地域情報をデー

タ放送のコンテンツとしても相互利用できるように

なれば、災害情報のように地方自治体や交通機関な

どが Push型で配信したい情報を伝達するメディア
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図 1: 放送とWeb

の日常利用を促進することができる。

2.2 BMLの拡張部分

BML[1]は ARIB(電波産業界)で規定されたデー
タ放送用の記述言語で、XHTMLと ECMAScriptを
ベースにし、データ放送用に一部分、独自の変更と

拡張を行ったものである。

BMLと XHTMLはほぼ同じものであるため、元
になるデータから双方を生成するより、片方から他

方への変換を考えるのが実用的である。3

まず、変換を考える前に BML と XHTML との
相違点を洗い出してみよう。APIレベルでみた EC-
MAScriptの BML拡張をWebの Scriptに対応させ
るとどうなるかについてまとめてみる。

CSVTable／ BinaryTable 表ファイルの読み込

みは変換時に Script の配列変数の初期値とし
て展開し、search,toString,toNumberはその配
列変数に対して代替関数を定義する。

EPG関連 ポータル、インデックスページからのリ

ンクに相当するものに変換する。

番組群インデックス関連 定義はされているが運用さ

れていないので検討範囲外とする。
3当然、動的な生成手法はその柔軟性から基本的な解法として

残るが、あえて言及する必要もないだろう。

シリーズ予約機能 定義はされているが運用されてい

ないので検討範囲外とする。

字幕表示機能 Browser Window下の status行に対
する表示に変換する。

永続記憶機能 read/writeは cookieの read/writeに
置き換える。

双方向機能 電話の発呼関数 vote(), connect(), dis-
connect()は無視する。CAS関連もここでは議
論の範囲外とする。sendTextData()はパラメー
タ付き URLによって CGIを呼び出すことで解
決する部分もあるが、receiveTextData()は場合
に応じて工夫が必要になる。

動作制御機能 放送独自のものや受信機に関するもの

は無視するかWebで対応すると解釈できるもの
を値として返す。時刻に関するものは Dateク
ラスの時間メソッドで代用する。

受信機音声制御機能 受信機内臓の音声に対応する音

声ファイルをダウンロードして再生する。

タイマ機能 windowオブジェクトの setTimeout メ
ソッドなどを利用する。

外字機能 外字は使わない。
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2.3 Webからデータ放送への変換

Webページ W を以下のように表現する。

W =< Procω, Linkω, Subω, T extω >ω

Procωは ECMAScriptで記述された手続きの集合
で Procω = Pweb ∪ Phtml ∪ Pcom のように３つに分

類される。Pweb, Phtml, Pcomは各々disjointである。

Pweb Webでしか意味を持たない手続き。

Phtml Webでしか実行できない APIを使った手続
き。

Pcom BMLと共通に利用できる手続き。

Phtmlのみが変換対象の手続きになる。Webの場
合、JavaやWeb3D、Flashなどのプラグインが流通
しているため、それらを呼び出す部分の変換が最も

困難である。

SubωはWebページに含まれるサブオブジェクト
の集合であるが、静止画についてはカラーテーブル

の書き換え、アニメーション GIFについてはMNG
への変換、プラグインについては変換が事実上不可

能である。しかし、Webコンテンツをデータ放送に
変換して放送する目的はWebコンテンツの概要を流
し読みすることとして単純化すれば、プラグインで

表現しようとしているコンテンツを表す代表的な静

止画で代用するのが現実的である。

ここに、放送のためにWebページ群を直列化し、
放送の順序を決定するために時間軸のスケジュール

を入れる [9]。

Ŵ =< W,Attr, ts, te >

Attrには元の URLなどのメタ情報をもつ。ts, te

は開始、終了時刻である。

表現力の豊かなWebページを非常に制約の厳しい
データ放送に変換する際、Textω も使えない部分が

かなりあるので、表現をどのように犠牲にするかが

問題の論点になる。

BMLの制約はWebのHTMLの制約<>ωに比べ

てかなり厳しい。そのため、表現力の乏しいデータ

放送番組オブジェクトを表現力豊かなWebに変換す
るのは比較的容易であるが、その逆は情報をかなり

そぎ落とす必要がある。画面の解像度を落とし、カ

ラールックアップテーブルを ARIB仕様に落とし、
文字の大きさを制限するなど、電波による放送とい

うメディアによる制約よりテレビ受像機の特性に関

する制約が厳しい。スクロールで多量のデータを扱

えるWebページの情報をそのまま小さいページ単位
のデータ放送に変換することは不可能なので、Web
ページの代表的な部分のみをヘッドラインとして抜

き出すような仕組みが必要である。単純には title tag
や h1,h2,...,h6 tagを抜き出すという手法があるだろ
うが、最近のWebページは高度にデザインされたも
のが多いので、一般的には自動変換はほぼ不可能と

考えてよい。

しかし、最初から Webとデータ放送での共用を
考えるのであれば、ECMAScriptの部分を文字列置
換で済むようにしておき、あらかじめ BMLの制約
のもとで元の Webページを作ればほぼ問題はない
だろうし、さらに特定のページを変換するのであれ

ば、いくらでも特殊なルールは作れる。例えば本論

の主目的である掲示板形式のページであれば発言毎

に BML一画面に納まるように切り離した作りにし
ておけばよい。

2.4 データ放送からWebへの変換

逆に、放送の内容をインターネットでもその見せ

方を変えて同時に流す（サイマル放送）を行うこと

によって、放送の難視聴地域、南側にベランダの無

い家庭では CS／ BS放送を視聴できない世帯にむ
けてのストリーミングを行うことが考えられる。そ

の時データ放送も変換できれば相互のやりとりが実

現できることになる。

次は BMLから XHTMLへの変換を考えてみる。
データ放送の一画面を構成するBML文書 [1] Bを

次のように定義する。

B =< Procβ , Linkβ , Subβ , T extβ >β

Procβは ECMAScriptで記述された手続きの集合
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で、Procβ = Pbc∪Pbml ∪Pcom 　のように３つに分

類される。Pbc, Pbml, Pcomは互いに disjointである。

Pbc BMLでしか意味を持たない手続きであるので、
Webで使用する際には削除の対象になる。

Pbml BMLでしか実行できないAPIを使った手続き
であるので、Webで使用する際に変換を要する。

Pcom Webでも共通に利用できる手続き。

Webへの変換の際問題になるのは上記のうちPbml

のみである。

放送局4が定義した ECMAScriptのオブジェクト
もしくはメソッドについては、その機能ごとに放送

用とWeb用の２種類を準備するという手間で解決す
る方法もあるが、APIレベルで見た BMLの放送用
拡張オブジェクトと拡張関数を変換もしくは削除す

る方法も考えられる。
Linkβはハイパーリンク情報の集合である。デー

タ放送では URLに相当するリソースの指定方法は
以下の形式になる。

arib− dc : // < networkID > . < TS − id > .

< ServiceID > / < component− tag > /

< moduleName > / < resourceName >

このうち IDと tagは 16進で表現される。実際に
は/-1のような相対かつデフォルト値指定が用いら
れることも多い。

これらのリソース指定をネットワークで有効なリ

ソースの位置する URLに書き換える。

Subβ は Png, MPEG I-frame, BinaryTableなど
のモノメディアの集合を意味し、MPEG2-TSの映像
や音声の PESをさす場合もある。この場合も ARIB
独自のリソース指定を行うので、変換が必要になる。

映像PESはQuicktimeなどの蓄積映像かRealplayer
などのストリーム映像へのリソースの URLに置き
換えることになる。

Textβ は XHTML1.0と同じ定義の部分であるの
で文法上の書き換えは本来必要ないはずであるが、

運用上使われていないものも多数あるが、それらに
4もしくは委託放送事業者

関しては存在しないので変換の必要もない。CSSの
resolution,display-aspect-ratioなどテレビ画面を対
象とした拡張が若干あるので、その部分だけが問題

となる。上記の要素をレイアウトの制約 <>βによっ

て組み合わされたものとして定義する。上で定義した

BML文書 B̂ に対して送出スケジュールと EPG/SI
情報を加えたものをデータ放送番組オブジェクトと

して定義する。

B̂ =< B, Attr, ts, te >

ts, teは各々番組の開始時刻と終了時刻である。再

放送する場合は便宜上、別の識別子を付与した別オ

ブジェクトとして定義することにする [9]。
Attr は {(a : v)|B̂の属性 aとその値 v}で、EPG

などのデータである。

Web側での PUSH型配信により受動的視聴を可
能にすれば、放送のデータ放送そのものがインター

ネットで閲覧できることになる。しかし、パーソナ

ルコンピュータのブラウザで視聴するからには、で

きれば流れてきたデータを蓄積して再度見たいとき

にいつでも見直すことができるようにした方が、時

間の流れとともに消えていくデータ放送の価値が高

まる。URLにあたる識別子の一部にサービス IDや
受信時間を挿入することでデータ放送の蓄積部分に

アクセスできるようにする。

DBβ = {B̂i}i∈Nはデータ放送の放送素材オブジェ

クトの集合で構成されるデータベースとみなせる。

ある時刻 tである放送チャンネル（サービス）で閲

覧可能なデータ放送コンテンツはカルーセル送出さ

れる放送オブジェクトの BML文書グループは、時
刻 tに対して、以下の質問を行った解集合である。

{b̂|∀b̂∈DBβ
b̂.te ≥ t ≥ b̂.ts}

イベントメッセージはリアルタイムの放送特有の

機能である。特に、あらかじめスケジュールされな

い Take型イベントメッセージはネットワークでは
なじみの薄い概念である。Take型イベントメッセー
ジを Webで厳密に反映させるためには、常に呼を
張った状態での通信方式がベースになる必要がある。
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Webページのリフレッシュの粒度でよければ、イベ
ントのタイミングでWebページの内容を変更すれば
よい。

3 地域情報の収集

地域住民から寄せられる生活情報を蓄積しデータ

ベース化していくために、整理のためのメタ情報と

して最低限、以下の情報が必要である。

• カテゴリ
イベント情報、スポット情報、グルメ情報など

の分類はある程度必要だろう。情報の内容から

キーワードによる全文検索をすればよいが、蓄

積情報が大量になることを想定して、カテゴリ

をさらに詳細に整理するための階層的カテゴリ

も必要となる。

• 情報の有効期間
イベントなどの場合はイベント実施期間を示し、

施設やレストランの紹介などの場合は無期限と

する。ただし、情報の確実性を高めるために無

期限とせず、最長有効期限（掲載から 6ヶ月等）
を一定に定める方法も考えられる。

• 場所
ユーザー投稿型のシステムで情報を収集する場

合、正確な住所や緯度経度など場所を正確に特

定するデータを入力させることは現実的ではな

い。また、情報を閲覧する場合も、住所や緯度

経度などの情報よりも「駅の改札を出て左側徒

歩 5分」「商店街の真ん中あたり」といった曖昧
な表現の方がわかりやすい場合が多い。次章で、

曖昧な位置情報の取り扱いについて述べる。

4 場所の認識

4.1 位置情報の認知的指定

地域情報の掲示板を見ていると、レストランの場

所情報については「駅前の大きなビルの隣」といっ

た表現や「商店街の入り口」といった曖昧な表現が多

い。曖昧ではあるものの、住所や緯度経度のような

厳密な情報よりも、そのエリアをよく知る沿線ユー

ザーにとってはむしろわかりやすい情報表現である。

場所を特定するのに、GPSを持って緯度経度をメ
モする仕組みも考えられるが、それでは常にその場

所に出向かなければ位置がわからず、おいしいケー

キ屋を偶然みつけた時にも GPSとノートパソコン
を持っていなければならないことになる。

記憶にたよった認知的な地理情報の方が、機械的

に正確な情報より普通の住民には役に立つ。

Kevin Lynchは都市の計画を行うにあたって、人々
が都市に抱いている共通のイメージをまとめた。こ

れが認知地図研究の始まりとされている。Lynchは
都市を構成するエレメントとして以下の 5つをあげ
ている。

path 道路

edge 川、線路、高速

district 地域、公園

node 接合点、交差点

landmark 目印となるポイント（建築物など）

また、Siegermは人が認知地図を獲得する過程を
次のように考察している。まず landmark同士の相
対位置を学習し、landmark以外のアイテムとのルー
トとの距離を landmarkから近い方から順次獲得す
る。この段階で道順（ルートマップ）を覚える。相

対的なルートマップを獲得し、知識が固定化してい

くにつれて環境内のアイテムの配置をサーベイマッ

プ（ゲシュタルト）として把握する。

この考察を素直にモデル化すると以下のようにな

る。

駅などの主要な landmark LMi から ~v 方向に徒歩

T 分という曖昧な位置情報を P ( ~LMi, ~v, T ) で表す。
一般的に不動産情報などの場合徒歩１分は約 80mに
なるので、おおよそ P ( ~LMi, ~v, T ) = ~LMi +80T~vと

定義できる。
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図 2: 阪急宝塚駅周辺 (Mapionから引用)

そもそも landmarkは点とは限らない。例えば、兵
庫県の阪急宝塚駅周辺 (図 2)を例に考察してみると
以下の要素が目印として利用されると思われる。

• 大きさはあるが、地図上は点に近い表現ができ
るもの

手塚治虫記念館、ローソン、トヨタビスタなど

• 明確な districtとして区分できるもの
宝塚大劇場、宝塚ファミリーランドなど

• pathや edgeのように線的に広がるもの
国道、花のみち、JR宝塚線、阪急今津線など

宝塚ファミリーランドのように大きな district的
landmarkの場合、先ほどの ~LMiを何処にとるかが

難しくなる。その場合は、宝塚ファミリーランド .白
い虎の前、など階層的な landmarkが必要になる。
path,edgeについても同様になるが、この場合は「国
道の宝塚歌劇場前の交差点 (node)から東向きに徒
歩 5分」といった表記が日常的に用いられる。 ~LMi

は nodeになり、~vは path,edgeの進む方向に制約さ
れる。

文献 [5]によると、方形の都市は東 (青龍)、南 (朱
雀)、西 (白虎)、北 (玄武)の四方位観に由来するこ
とは明らかで、四方位観は中国思想を陰陽道を通し

て発展したといわれている。いづれにせよ我々の生

活の中では４つの方位が基準になっていることは間

違いない。

図 3で、path Aの正確な方角は北から東へ 32度
ふった方向、だったとしても、path Bが存在するこ
とで、都市の構造から北という表現が使われる。あ

るいは思いこむ。そのため、~vも直感的な方角でし

かない。ただ、結局の所、都市を対象とする限りは

道の無い場所の地域情報はまずありえないので path
や edgeを基準にするのが妥当であろう。

以上の考察から、位置情報の獲得のためには、対

象地域の代表的な landmark、そこからの大雑把な４
方向の方位、道路、線路、交差点をあらかじめ基準

として示しておけばよいと考えられる。掲示板の入
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図 3: 認知的な北向き

力方法が煩雑にならないように工夫は必要になる。

4.2 データ放送での位置情報の利用

データ放送でこの位置情報を利用の場合、IRD(受
信機)に視聴場所の郵便番号を設定する機能がある
ので、おおまかに場所を特定するヒントにできる。

そこで、記事中の認知的場所と郵便番号との曖昧

なマッチングを考える。７桁の郵便番号が示すエリ

ア地図データが商用に販売されている。このデータ

から郵便番号 Zの示すエリアの面積的な重心 ~CZ と

そのエリアを含む円形領域 ( ~CZ , RZ)が得られるの
で、以下の条件を満たす Zの示すエリアにあると判

断できる。

|( ~LMi + 80T~v)− ~CZ | < RZ

利用目的から考えると、７桁の郵便番号ではなく

上位３桁だけの曖昧さでもよいだろう。それであれ

ば 80T~vの部分はほとんどの場合、誤差になるので、

郵便番号の頭３桁と ~LMi の対応表を送出側で準備

し、データ放送コンテンツに含まれる ECMAScript
でフィルタリングすればよいことになる。

5 課題

阪急沿線の地域ポータルサイト「＠ Hankyu」で
は沿線住民からグルメ情報などの沿線情報を掲示板

形式で収集している (図 4)。我々を含め関西に根ざし
た企業が連携して地域情報の充実をテーマにいくつ

かのプロジェクトが動き始めている。この動きの中

で、本論で考察した放送との連携、地理情報の扱いな

どのアイデアを盛り込み、実際のサイトを利用した

実践を行っていく予定である。これらのサイトでは、

多くの関連組織がサイト構築に関わっているため、

システム構築・運用にも現実的なノウハウが必要と

なってきている。アプリケーションサーバ (Zope[6])
の導入により素材と権限の管理もあわせて試みる計

画である。

ネットワークの公共性を公共圏 [2]としてとらえ、
ネットワークのような双方向メディアに民主主義の

インフラとしての可能性を見い出す議論がなされて

いる。私鉄や自治体など地域開発を行う組織の場合

は、まちづくりの視点が必要になる。この場合もま

ちづくりという社会の全体最適と個の利益のバラン

スが問題となるため合意形成の過程が必須で、その

ためのメディアも重要である。すでに建築家が一人

で環境の設計を行うという従来の概念は通用しない

というのが定説になっている。より能動的にとらえ

るとメディアが文化を熟成し、それによって地域が

作られる [4]。そのようなメディアを目指さなければ
ならない。
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